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祈
年
祭 

    

春
に
な
る
と
、
浦
幌
町
内
各
地
域
に
あ
る
神

社
で
春
祭
り
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
春
祭
り
の

こ
と
を
正
式
に
「
祈
年
祭
」
（
き
ね
ん
さ
い
・

と
し
ご
い
の
ま
つ
り
）
と
い
い
ま
す
。
「
祈
」

は
「
祈
る
・
願
う
」
、
「
年
」
は
「
稲
の
美
称
」

を
意
味
し
ま
す
。
日
本
人
は
古
来
よ
り
、
四
季

の
は
じ
ま
り
で
あ
る
春
に
、
お
米
を
始
め
と
す

る
五
穀
の
豊
穣
を
天
地
の
神
々
に
祈
る
た
め

の
お
祭
り
を
第
一
に
し
て
き
ま
し
た
。
全
国
の

各
神
社
を
は
じ
め
、
浦
幌
町
内
に
あ
る
各
神
社

で
も
、
開
拓
以
来
、
こ
の
精
神
が
受
け
継
が
れ

今
も
尚
、
春
の
「
五
穀
豊
穣
へ
の
祈
り
」
が
神
々

に
捧
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
浦
幌
町
で
も
少
子
高

齢
化
が
進
ん
で
お
り
ま
す
が
、
今
後
も
こ
の
祈

り
を
大
切
に
伝
え
て
い
き
た
い
で
す
。 

「
月
毎
限
定
御
朱
印
」 

 
 

 
 

二
年
目
授
与
開
始 

 

昨
年
四
月
よ
り
授
与
を
開
始
し
ま
し
た
「
月

毎
限
定
御
朱
印
」
が
、
先
月
の
三
月
で
十
二
カ

月
分
す
べ
て
が
揃
い
ま
し
た
。
今
年
度
も
四
月

よ
り
昨
年
度
同
様
に
毎
月
授
与
致
し
ま
す
。
皆

様
の
ご
参
拝
を
お
待
ち
致
し
て
お
り
ま
す
。 

  
 

         

●
絵
柄
に
つ
い
て 

浦
幌
神
社
の
境
内
で
実
際
に
み
る
こ
と
が

で
き
る
動
物
た
ち
（
シ
マ
エ
ナ
ガ
・
リ
ス
・
フ

ク
ロ
ウ
・
タ
ヌ
キ
・
キ
ツ
ツ
キ
・
キ
ツ
ネ
・
モ

モ
ン
ガ
・
ウ
サ
ギ
・
シ
カ
）
の
輪
の
中
に
季
節

の
花
を
浮
か
べ
、
更
に
、
御
朱
印
の
右
横
に
も

季
節
を
感
じ
る
絵
柄
を
添
え
て
お
り
ま
す
。 

四
月 

「
桜
・
つ
く
し
」 

五
月 

「
菖
蒲
・
兜
」 

六
月 

「
紫
陽
花
・
和
傘
」 

七
月 

「
朝
顔
・
笹
・
短
冊
」 

八
月 

「
向
日
葵
・
金
魚
」 

九
月 

「
小
菊
・
月
見
団
子
・
す
す
き
」 

十
月 

「
桔
梗
・
ど
ん
ぐ
り
・
も
み
じ
」 

十
一
月
「
秋
桜
・
千
歳
飴
」 

十
二
月
「
雪
の
花
・
雪
だ
る
ま
」 

 

一
月 

「
松
・
初
日
の
出
・
富
士
山
」 

二
月 

「
梅
・
節
分
豆
」 

三
月 

「
桃
の
花
・
雛
人
形
」 

●
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て 

 

御
朱
印
の
絵
柄
は
「
十
勝
ほ
ん
わ
か
シ
マ
エ

ナ
ガ
」
の
ブ
ラ
ン
ド
を
立
ち
上
げ
、
活
躍
さ
れ

て
い
る
帯
広
市
在
住
の
小
原
和
恵
さ
ん
が
手

が
け
ま
し
た
。 

●
初
穂
料
に
つ
い
て 

八
〇
○
円
よ
り
授
与
致
し
ま
す
。 

や
す
ら
ぎ
短
信 

令和 5 年  
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春
の
剪
定 

二
月
二
十
五
～

三

月

二

日

ま

で

に

境

内

の

梅

と

藤

の

剪

定

を

致

し

ま

し

た
。
梅
は
今
か
ら
三

十
五
年
前
、
藤
は
三

十
年
前
に
先
代
宮
司
が
植
え
た
も
の
で
、
藤
は

少
し
ず
つ
棚
を
増
や
し
て
現
在
に
至
り
ま
す
。

こ
の
度
、
今
年
独
立
し
た
ば
か
り
の
帯
広
出
身

の
庭
師
で
あ
る
森
亮
さ
ん
と
の
ご
縁
を
い
た

だ
き
、
剪
定
を
お
願
い
致
し
ま
し
た
。
ど
の
木

も
手
際
よ
く
、
剪
定
し
て
い
た
だ
き
形
を
整
え

く
だ
さ
い
ま
し
た
。
梅
も
藤
も
毎
年
き
れ
い
に

花
を
咲
か
せ
ま
す
の
で
、
今
後
も
参
拝
者
の
目

を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
そ
う
で
す
。 

春
の
社
日
祭
を
斎
行 

 

去
る
三
月
二
十
一
日
午
後
一
時
よ
り
、
春
の

社
日
祭
を
斎
行
致
し
ま
し
た
。
こ
の
お
祭
り
は
、

千
歳
地
区
と
帯
富
地
区
の
農
家
さ
ん
が
参
集

し
、
浦
幌
神
社
社
殿
左
側
に
建
立
さ
れ
て
い
る

社
日
碑
に
農
耕
神
を
お
招
き
し
、
そ
の
年
の
五

穀
豊
穣
と
農
事
安
全
を
祈
願
す
る
も
の
で
す
。

本
年
も
農
作
業
の
事
故
が
な
く
、
天
候
に
も
恵

ま
れ
、
豊
作
の
年
と
な
り
ま
す
よ
う
に
お
祈
り

致
し
ま
し
た
。 

       

浦
幌
神
社
氏
子
会
定
期
総
会 

書
面
会
議
に
て
開
催 

今
年
度
も
浦
幌
神
社
氏
子
会
定
期
総
会
は
、

三
月
二
十
二
日
付
け
で
の
書
面
会
議
で
開
催

し
、
原
案
通
り
ご
承
認
を
頂
き
ま
し
た
。
夏
季

み
こ
し
祭
の
当
番
区
は
、
住
吉
一
区
・
新
桜
町
・

緑
町
の
三
町
内
に
再
度
お
願
い
致
し
ま
す
。
四

年
ぶ
り
神
輿
渡
行
と
な
り
ま
す
が
、
し
っ
か
り

と
準
備
を
進
め
て
参
り
ま
す
。
氏
子
の
皆
様
に

は
、
今
後
と
も
ご
協
力
の
程
宜
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。 

 

お
ち
ち
の
か
み
さ
ま 

絵
本
の
題
字
完
成 

乳

神

神

社

の

御
鎮
座
四
十
周
年

記

念

事

業

で

あ

る
、
乳
神
様
の
絵

本
作
成
が
進
ん
で

お
り
ま
す
。
絵
本

を
手
が
け
る
の
は
、
ク
マ
マ
ク
ラ
（
熊
倉
知
己
）

さ
ん
。
そ
し
て
、
絵
本
の
表
紙
を
飾
る
題
字
を

世
界
で
活
躍
中
の
書
道
家
デ
ザ
イ
ナ
ー
松
尾

由
里
子
さ
ん
が
手
が
け
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

乳
神
様
の
温
か
み
を
感
じ
ら
れ
る
素
敵
な
題

字
で
す
。
絵
本
の
完
成
は
、
四
月
末
を
予
定
し

て
お
り
、
公
共
機
関
に
寄
贈
致
し
ま
す
。 

       発
行 

浦 

幌 

神 

社 

社 

務 

所 

北
海
道
十
勝
郡
浦
幌
町
字
東
山
町
十
八
番
地
の
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電
話 

〇
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五-

五
七
六-

二
四
四
八 

 
     

 

浦
幌
神
社
行
事
予
定 

 

四
月
一
日 

 

月
次
祭 

 

四
月
十
五
日 

月
次
祭 

 

四
月
二
十
九
日
～
五
月
五
日 

鯉
の
ぼ
り 


